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現代では、多くの人が、自分の苦悩や、こ

の世をどう生きるか、幸せになるにはどのよ

うな宗教が自分にふさわしいのか。その解決

法を情報収集するような態度で宗教に触れて

います。しかしそれは情報の消費であって、

へたをすれば次から次へと情報を取り込んだ

ことで、かえって迷いを深めてしまうことに

もなりかねません。

どのような教えであっても、それを利用し、

何かに至るための道筋のように考えるのでは

なく、その教えそのものが私たちの行きつく

ところ（目的）なのです。宗教に遇うという
あ

ことは、自分が何者であるかが知らされると

いうことです。そして自分の考えを中心にし

て生きてきた生き方が、教えを中心にして生

きていく生き方へと転換されるのです。それ

こそが救いなのです。その教えのように生き

抜くということができて、初めて人は宗教の

なかに生きているということがいえるのだと

思います。

浄土真宗は阿弥陀仏の本願を宗とする教え
むね

です。本願とは、私たちにかけられた阿弥陀

仏の願いです。すべての悲しみ、苦しみを超

えた平等なる世界（極楽浄土）に生まれしめ

たいという願いを受け入れてお念仏させてい

ただく、これよりほかにはありません。

浄土真宗では、教えを利用し役立てようと

する心から離れられない私たちに、生の依り
よ

どころを与え、死の帰するところを与えてく
き

ださるのが、南無阿弥陀仏のお念仏であると、

金子師はいわれたのでした。

（本願寺出版社刊「大乗」誌掲載

『月々のことば』より抜粋 転載）

▲ 木村日護くん（５歳）、天音ちゃん（３歳）児参式（七五三）のお参り
ひゅうご あま ね
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、
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あ
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。
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な
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出
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近
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近
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て
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。
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近
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近
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）
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下記の日は緊急を除き仏事はお
受けできません。ご協力をお願い
します。

◎ １２月

９日 （終日）
１４日 （終日）
１５日 （終日）
１６日 （終日）
２３日 （終日）

仏事お休みのお知らせ

ホームページ開いています。

URL https://konkouji.jp/

11月8日現在アクセス数 147,808人
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日

興
梠
昌
義
様
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三
回
忌
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日

当
山
前
坊
守
釋
妙
順

祥
月

四

日

松
本
久
市
様

二
・
七
日
忌

五

日

吉
岡
家
納
骨
堂

動
座
法
要

六

日

石
井
頼
雄
様

十
三
回
忌

杉
本
高
広
様

通
夜

七

日

鶴
井
寅
五
郎
様

五
十
回
忌

西
尾
康
弘
様

一
周
忌

杉
本
高
広
様

葬
儀
・
火
葬

八

日

杉
本
高
広
様

礼
参
り

十

日

藤
田

実
様

三
回
忌

十
一
日

杉
本
高
広
様

初
・
七
日
忌

松
本
久
市
様

三
・
七
日
忌

十
三
日

藤
本
惠
子
様

一
周
忌

藤
本
定
幸
様

七
回
忌

十
四
日

藤
本

知
様

七
回
忌

渡
邊
フ
ジ
エ
様

三
十
三
回
忌

佐
藤
和
徳
様

中
陰
・
納
骨

佐
藤
武
一
様

二
十
五
回
忌

十
五
日

高
千
穂
組
第
四
十
回

仏
教
女
性
の
集
い
（
光
照
寺
）

永
野
ツ
タ
エ
様

遺
骨
埋
葬

甲
斐
富
三
男
様

十
七
回
忌

甲
斐
豊
聡
家
納
骨
堂
建
碑
式
・

納
骨

十
六
日

秋
参
り

十
四
軒

十
七
日

杉
本
高
広
様

二
・
七
日
忌
逮
夜

秋
参
り

二
十
一
軒

十
八
日

当
山
前
住
職
釋
依
章

月
忌

松
本
久
市
様

四
・
七
日
忌

第
四
回
組
長
会

十
九
日

秋
参
り

三
十
二
軒

二
十
日

秋
参
り

十
一
軒

奥
村

耕
様

二
十
五
回
忌

連
続
研
修
会
ス
タ
ッ
フ
会
議

二
十
一
日

田
中
鈴
子
様

三
回
忌

斉
家
弘
美
様

十
七
回
忌

山
下

茂
様

十
七
回
忌

山
下
マ
ツ
子
様

七
回
忌

二
十
二
日

親
鸞
聖
人
御
誕
生
八
百
五
十
年

立
教
開
宗
八
百
年

宮
崎
教
区
慶
讃
法
要

二
十
三
日

松
崎
正
和
様

臨
終
勤
行

二
十
四
日

松
崎
正
和
様

通
夜

二
十
五
日

杉
本
高
広
様

三
・
七
日
忌

松
本
久
市
様

五
・
七
日
忌

松
崎
正
和
様

葬
儀
・
火
葬

松
崎
正
和
様

還
骨
・
初
七
日

二
十
六
日

波
帰
地
区
報
恩
講

十
一
軒

古
賀
西
地
区
報
恩
講

八
軒

松
崎
正
和
様

礼
参
り

二
十
八
日

白
川
直
子
様

七
回
忌

唐
仁
原
民
子
様

三
回
忌

二
十
九
日

那
須
敏
彦
様

中
陰
・
納
骨

泉

家

墓
地
改
葬

三
十
日

鶴
井
ミ
ズ
ノ
様

三
十
三
回
忌

金
光
寺
の
ひ
と
月

鞍岡・１０月の天候 （アメダス）
最 低 気 温・ ４．４℃（21日、22日）

最 高 気 温・２７．５℃（ ４日）

夏 日 日 数・ ３日/３１日

真夏日日数・ ０日/３１日

月間総雨量・69.5mm (降雨日数・9日)

一日最大雨量・６３．０mm（８日）


